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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月12日(2016.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルフロアプランマップ上にアクセスポイント（ＡＰ）を配置するための方法であ
って、前記方法は、
　フロアプランマップおよび前記フロアプランマップ上に記録された複数のＡＰのための
位置情報を受信することと、ここで、前記複数のＡＰは前記フロアプランマップによって
表されるベニューにおいて物理的に配置される、
　前記複数のＡＰに関連付けられた複数のコンベンションにアクセスすることと、ここで
、前記複数のコンベンションは、前記複数のＡＰの位置およびタイプを識別するために使
用される、
　前記複数のコンベンション内の第１のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記デジタルフロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第１のＡＰを自動的に配
置することと、
　前記複数のコンベンション内の第２のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記デジタルフロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第２のＡＰを自動的に配
置することと、ここで、前記第１のＡＰは、前記第２のＡＰとは異なり、前記第１のコン
ベンションは、前記第２のコンベンションとは異なる、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記複数のコンベンションのうちの１つは、緯度／経度座標を備え、前記複数のＡＰの
ための位置情報を受信することは、
　前記複数のＡＰのうちの少なくとも１つのＡＰの緯度／経度座標を受信すること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のコンベンションのうちの１つは、前記フロアプランの視覚マップにＡＰ位置
の視覚表示を提供することを備え、前記複数のＡＰのための位置情報を受信することは、
　前記複数のＡＰのうちの少なくとも１つのＡＰの少なくとも１つの視覚位置を含む視覚
マップを受信すること、
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　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のＡＰにおける少なくとも２つのＡＰに共通の前記受信された位置情報内の少
なくとも１つの属性を識別することと、
　前記少なくとも１つの共通の属性に基づいて前記少なくとも２つのＡＰをグループ化す
ることと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記グループ化されたＡＰに対してオペレーションを実行すること、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ロケーションパフォーマンスへの影響に基づいて前記グループ化されたＡＰにランクを
割り当てることと、
　前記グループ化されたＡＰのロケーションパフォーマンスへの影響を評価するために前
記ランクを分析することと、
　前記ランクに基づいて前記デジタルフロアプランマップ上に前記グループ化されたＡＰ
を配置することを拒否することと、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　複数のＡＰを示す情報を受信することと、
　前記複数のＡＰにおける第１のＡＰが、前記複数のＡＰにおける少なくとも第２のＡＰ
に対して冗長であるパフォーマンスカバレージを提供することを決定するために前記受信
された情報を利用することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも前記第２のＡＰに対して冗長なパフォーマンスカバレージを提供するものと
して前記第１のＡＰにラベルを付けること、
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＡＰが冗長なパフォーマンスカバレージを提供すると決定した後、前記第１
のＡＰを前記デジタルフロアプランマップ上に配置されることから除去すること、
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　デジタルフロアプランマップ上にアクセスポイント（ＡＰ）を配置するための装置であ
って、前記装置は、
　フロアプランマップおよび前記フロアプランマップ上に記録された複数のＡＰのための
位置情報を受信するための手段と、ここで、前記複数のＡＰは前記フロアプランマップに
よって表されるベニューにおいて物理的に配置される、
　前記複数のＡＰに関連付けられた複数のコンベンションにアクセスするための手段と、
ここで、前記複数のコンベンションは、前記複数のＡＰの位置およびタイプを識別するた
めに使用される、
　前記複数のコンベンション内の第１のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記デジタルフロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第１のＡＰを自動的に配
置するための手段と、
　前記複数のコンベンション内の第２のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記デジタルフロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第２のＡＰを自動的に配
置するための手段と、ここで、前記第１のＡＰは、前記第２のＡＰとは異なり、前記第１
のコンベンションは、前記第２のコンベンションとは異なる、
　を備える、装置。
【請求項１１】



(3) JP 2016-502652 A5 2016.11.4

　前記複数のコンベンションのうちの１つは、緯度／経度座標を備え、前記複数のＡＰの
ための位置情報を受信するための前記手段は、
　前記複数のＡＰのうちの少なくとも１つのＡＰの緯度／経度座標を受信するための手段
、
　をさらに備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記複数のコンベンションのうちの１つは、前記フロアプランの視覚マップにＡＰ位置
の視覚表示を提供するための手段を備え、前記複数のＡＰのための位置情報を受信するた
めの手段は、
　前記複数のＡＰのうちの少なくとも１つのＡＰの少なくとも１つの視覚位置を含む視覚
マップを受信するための手段、
　をさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記複数のＡＰにおける少なくとも２つのＡＰに共通の前記受信された位置情報内の少
なくとも１つの属性を識別するための手段と、
　前記少なくとも１つの共通の属性に基づいて前記少なくとも２つのＡＰをグループ化す
るための手段と、
　をさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記グループ化されたＡＰに対してオペレーションを実行するための手段、
　をさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　デジタルフロアプランマップ上にアクセスポイント（ＡＰ）を配置するためのコンピュ
ータプログラム製品であって、前記コンピュータプログラム製品は、プロセッサ読取可能
な媒体上に存在し、請求項１乃至９のうちのいずれかのステップを実行するための命令を
備える、コンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　[0067]　様々な例が説明されてきた。これらおよび他の例は、以下の特許請求の範囲の
範囲内にある。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　フロアプランマップ上にアクセスポイント（ＡＰ）を配置するための方法であ
って、前記方法は、
　フロアプランマップ上の複数のＡＰのための位置情報を受信することと、ここで、前記
複数のＡＰのための前記受信された位置情報は、前記フロアプランマップ上の位置を識別
するための複数のコンベンションに定められている、
　前記複数のコンベンション内の第１のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記フロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第１のＡＰを自動的に配置するこ
とと、
　前記複数のコンベンション内の第２のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記フロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第２のＡＰを自動的に配置するこ
とと、ここで、前記第１のＡＰは、前記第２のＡＰとは異なり、前記第１のコンベンショ
ンは、前記第２のコンベンションとは異なる、
　を備える、方法。
［Ｃ２］　位置を識別するための前記複数のコンベンションのうちの１つは、緯度／経度
座標を備え、前記フロアプランマップ上の前記複数のＡＰのための位置情報を受信するこ
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とは、
　前記複数のＡＰのうちの少なくとも１つのＡＰの緯度／経度座標を受信すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記複数の位置を識別するための前記複数のコンベンションのうちの１つは、
前記フロアプランの視覚マップにＡＰ位置の視覚表示を提供することを備え、前記フロア
プランマップ上の前記複数のＡＰのための位置情報を受信することは、
　前記複数のＡＰのうちの少なくとも１つのＡＰの少なくとも１つの視覚位置を含む視覚
マップを受信すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記複数のＡＰにおける少なくとも２つのＡＰに共通の前記受信された位置情
報内の少なくとも１つの属性を識別することと、
　前記少なくとも１つの共通の属性に基づいて前記少なくとも２つのＡＰをグループ化す
ることと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記グループ化されたＡＰに対してオペレーションを実行すること、
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］　ロケーションパフォーマンスへの影響に基づいて前記グループ化されたＡＰに
ランクを割り当てることと、
　前記グループ化されたＡＰのロケーションパフォーマンスへの影響を評価するために前
記ランクを分析することと、
　前記ランクに基づいて前記フロアプランマップ上に前記グループ化されたＡＰを配置す
ることを拒否することと、
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］　複数のＡＰを示す情報を受信することと、
　前記複数のＡＰにおける第１のＡＰが、前記複数のＡＰにおける少なくとも第２のＡＰ
に対して冗長であるパフォーマンスカバレージを提供することを決定するために前記受信
された情報を利用することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　少なくとも前記第２のＡＰに対して冗長なパフォーマンスカバレージを提供す
るものとして前記第１のＡＰにラベルを付けること、
　をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］　前記第１のＡＰが冗長なパフォーマンスカバレージを提供すると決定した後、
前記第１のＡＰを前記フロアプランマップ上に配置されることから除去すること、
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］　フロアプランマップ上にアクセスポイント（ＡＰ）を配置するように構成さ
れた装置であって、前記装置は、
　フロアプランマップ上の複数のＡＰのための位置情報を受信するように構成された受信
機と、ここで、前記複数のＡＰのための前記受信された位置情報は、前記フロアプランマ
ップ上の位置を識別するための複数のコンベンションに定められている、
　　前記複数のコンベンション内の第１のコンベンションを使用して識別された位置にお
いて前記フロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第１のＡＰを自動的に配置し、
　　前記複数のコンベンション内の第２のコンベンションを使用して識別された位置にお
いて前記フロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第２のＡＰを自動的に配置し、
ここで、前記第１のＡＰは、前記第２のＡＰとは異なり、前記第１のコンベンションは、
前記第２のコンベンションとは異なる、
　ように構成されたプロセッサと、
　を備える、装置。
［Ｃ１１］　位置を識別するための前記複数のコンベンションのうちの１つは、緯度／経
度座標を備える、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］　前記複数の位置を識別するための前記複数のコンベンションのうちの１つは
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、少なくとも１つのＡＰ位置の視覚表示を有する前記フロアプランの視覚マップを備える
、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］　前記プロセッサは、
　前記複数のＡＰにおける少なくとも２つのＡＰに共通の前記受信された位置情報内の少
なくとも１つの属性を識別し、
　前記少なくとも１つの共通の属性に基づいて前記少なくとも２つのＡＰをグループ化す
る、
　ようにさらに構成される、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１４］　前記プロセッサは、
　前記少なくとも１つの共通の属性を利用して前記少なくとも２つのＡＰに対してオペレ
ーションを実行する、
　ようにさらに構成される、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］　前記プロセッサは、
　前記複数のＡＰにおける前記第１のＡＰが、前記複数のＡＰにおける少なくとも第２の
ＡＰに対して冗長であるパフォーマンスカバレージを提供することを決定するために前記
受信された情報を利用する、
　ようにさらに構成される、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１６］　前記プロセッサは、
　少なくとも前記第２のＡＰに対して冗長なパフォーマンスカバレージを提供するものと
して前記第１のＡＰにラベルを付ける、
　ようにさらに構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］　前記プロセッサは、
　前記第１のＡＰが冗長なパフォーマンスカバレージを提供すると決定した後、前記第１
のＡＰを前記フロアプランマップ上に配置されることから除去する、
　ようにさらに構成される、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］　フロアプランマップ上にアクセスポイント（ＡＰ）を配置するための装置で
あって、前記装置は、
　フロアプランマップ上の複数のＡＰのための位置情報を受信するための手段と、ここで
、前記複数のＡＰのための前記受信された位置情報は、前記フロアプランマップ上の位置
を識別するための複数のコンベンションに定められている、
　前記複数のコンベンション内の第１のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記フロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第１のＡＰを自動的に配置するた
めの手段と、
　前記複数のコンベンション内の第２のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記フロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第２のＡＰを自動的に配置するた
めの手段と、ここで、前記第１のＡＰは、前記第２のＡＰとは異なり、前記第１のコンベ
ンションは、前記第２のコンベンションとは異なる、
　を備える、装置。
［Ｃ１９］　位置を識別するための前記複数のコンベンションのうちの１つは、緯度／経
度座標を備え、前記フロアプランマップ上の前記複数のＡＰのための位置情報を受信する
ための前記手段は、
　前記複数のＡＰのうちの少なくとも１つのＡＰの緯度／経度座標を受信するための手段
、
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］　前記複数の位置を識別するための前記複数のコンベンションのうちの１つは
、前記フロアプランの視覚マップにＡＰ位置の視覚表示を提供するための手段を備え、前
記フロアプランマップ上の前記複数のＡＰのための位置情報を受信するための手段は、
　前記複数のＡＰのうちの少なくとも１つのＡＰの少なくとも１つの視覚位置を含む視覚
マップを受信するための手段、
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
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［Ｃ２１］　前記複数のＡＰにおける少なくとも２つのＡＰに共通の前記受信された位置
情報内の少なくとも１つの属性を識別するための手段と、
　前記少なくとも１つの共通の属性に基づいて前記少なくとも２つのＡＰをグループ化す
るための手段と、
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２２］　前記グループ化されたＡＰに対してオペレーションを実行するための手段、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］　ロケーションパフォーマンスへの影響に基づいて前記グループ化されたＡＰ
にランクを割り当てるための手段と、
　前記グループ化されたＡＰのロケーションパフォーマンスへの影響を評価するために前
記ランクを分析するための手段と、
　前記ランクに基づいて前記フロアプランマップ上に前記グループ化されたＡＰを配置す
ることを拒否するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］　複数のＡＰを示す情報を受信するための手段と、
　前記複数のＡＰにおける第１のＡＰが、前記複数のＡＰにおける少なくとも第２のＡＰ
に対して冗長であるパフォーマンスカバレージを提供することを決定するために前記受信
された情報を利用するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２５］　少なくとも前記第２のＡＰに対して冗長なパフォーマンスカバレージを提供
するものとして前記第１のＡＰにラベルを付けるための手段、
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記第１のＡＰが冗長なパフォーマンスカバレージを提供すると決定した後
、前記第１のＡＰを前記フロアプランマップ上に配置されることから除去するための手段
、
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］　フロアプランマップ上にアクセスポイント（ＡＰ）を配置するためのコンピ
ュータプログラム製品であって、前記コンピュータプログラム製品は、プロセッサ読取可
能な媒体上に存在し、
　フロアプランマップ上の複数のＡＰのための位置情報を受信することと、ここで、前記
複数のＡＰのための前記受信された位置情報は、前記フロアプランマップ上の位置を識別
するための複数のコンベンションに定められている、
　前記複数のコンベンション内の第１のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記フロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第１のＡＰを自動的に配置するこ
とと、
　前記複数のコンベンション内の第２のコンベンションを使用して識別された位置におい
て前記フロアプランマップ上に前記複数のＡＰのうちの第２のＡＰを自動的に配置するこ
とと、ここで、前記第１のＡＰは、前記第２のＡＰとは異なり、前記第１のコンベンショ
ンは、前記第２のコンベンションとは異なる、
　をプロセッサに行わせるように構成されたプロセッサ読取可能な命令を備える、コンピ
ュータプログラム製品。
［Ｃ２８］　前記複数の位置を識別するための前記複数のコンベンションのうちの１つは
、緯度／経度座標を備える、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２９］　前記複数の位置を識別するための前記複数のコンベンションのうちの１つは
、少なくとも１つのＡＰ位置の視覚表示を有する前記フロアプランの視覚マップを備える
、Ｃ２８に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３０］　前記命令は、
　前記複数のＡＰにおける少なくとも２つのＡＰに共通の前記受信された位置情報内の少
なくとも１つの属性を識別することと、
　前記少なくとも１つの共通の属性に基づいて前記少なくとも２つのＡＰをグループ化す
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ることと、
　を前記プロセッサに行わせるようにさらに構成される、Ｃ２７に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
［Ｃ３１］　前記命令は、
　前記少なくとも１つの共通の属性を利用して前記少なくとも２つのＡＰに対してオペレ
ーションを実行すること、
　を前記プロセッサに行わせるようにさらに構成される、Ｃ３０に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
［Ｃ３２］　前記命令は、
　前記複数のＡＰにおける前記第１のＡＰが、前記複数のＡＰにおける少なくとも第２の
ＡＰに対して冗長であるパフォーマンスカバレージを提供することを決定するために前記
受信された情報を利用すること、
　を前記プロセッサに行わせるようにさらに構成される、Ｃ２７に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
［Ｃ３３］　前記命令は、
　少なくとも前記第２のＡＰに対して冗長なパフォーマンスカバレージを提供するものと
して前記第１のＡＰにラベルを付けること、
　を前記プロセッサに行わせるようにさらに構成される、Ｃ３２に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
［Ｃ３４］　前記命令は、
　前記第１のＡＰが冗長なパフォーマンスカバレージを提供すると決定した後、前記第１
のＡＰを前記フロアプランマップ上に配置されることから除去すること、
　を前記プロセッサに行わせるようにさらに構成される、Ｃ３３に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
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